
県
本
部
は

11月

20日
、
７

単
組

10人
が
参
加
し
「
県
市

町
振
興
課
」
へ
要
請
。
県
側

は
課
長
ら
７
人
が
対
応
し
ま

し
た
。
※
以
下
重
点
で
の
や

り
と
り
要
約
。

１
．
賃
金
引
上
げ
、
昇
給
停

止
・
手
当
の
改
善

《
県
》

55歳
昇
給
停
止
は
、

50歳
台
後
半
の
給
与
上
昇
を

抑
制
・
適
正
化
す
る
観
点
か

ら

14年
１
月
の
国
の
取
り
扱

い
を
踏
ま
え
実
施
。
地
方
公

務
員
法
上
の
職
務
給
の
原
則
、

均
衡
の
原
則
か
ら
、
国
を
基

本
と
し
、
今
年
も
同
様
に
対

応
す
る
。
通
勤
手
当
は
県
も

国
勧
告
に
準
じ
て
改
定
す
る
。

【
組
合
】
自
身
は
現
業
職
の

途
中
入
庁
で
給
料
表
が

55歳

ま
で
に
上
が
り
切
ら
な
い
。

60歳
で
７
割
は
生
活
が
か
な

り
厳
し
い
。
給
与
で
会
計
年

度
職
員
に
追
い
抜
か
れ
る
事

態
も
あ
る
。

《
県
》
給
与
体
系
に
つ
い
て

市
町
振
興
課
と
し
て
市
町
に

指
導
で
き
る
立
場
に
な
い
。

情
報
を
助
言
す
る
ス
タ
ン
ス
。

【
組
合
】
地
方
公
務
員
の
多

く
が
車
で
通
勤
し
て
お
り
、

物
価
高
騰
で
も
通
勤
手
当
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
交
通
用

具
利
用
者
の
通
勤
手
当
の
引

き
上
げ
を
。

《
県
》
通
勤
手
当
を
何
に
基

づ
い
て
制
度
設
計
す
る
か
。

国
に
準
拠
し
、
水
準
は
地
域
、

制
度
は
国
。
そ
こ
を
独
自
で

改
定
は
難
し
い
。
通
勤
手
当

は
平
成
３
年
が
ベ
ー
ス
。

２
．
労
働
時
間
管
理
、
人
材

確
保
、
人
員
増

《
県
》
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
定
員
管
理
は
、
行
政
の

合
理
化
・
能
率
化
、
行
政
課

題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
地

域
の
実
状
を
踏
ま
え
た
対
応

を
助
言
し
て
い
る
。
最
少
経

費
で
最
大
効
果
を
求
め
る
地

方
公
共
団
体
の
運
営
基
本
原

則
を
踏
ま
え
、
効
率
的
な
行

政
を
助
言
し
て
い
る
。

【
組
合
】
技
術
職
員
の
確
保

へ
努
力
し
て
い
る
が
、
技
師

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
な
い
。
災
害
時
に
人
員

不
足
が
際
立
っ
た
。

《
県
》
県
も
困
っ
て
い
る
。

受
験
者
が
い
な
い
。
市
町
も

技
師
は
来
な
い
。
新
規
学
卒

者
が
１
％
減
。
募
集
を
増
や

し
て
も
民
間
に
負
け
る
。
総

が
か
り
の
対
策
が
必
要
。

【
組
合
】
６
～
９
月
ま
で
給

付
金
事
業
に
各
部
か
ら
１
人

が

10月
ま
で
従
事
。
人
手
不

足
の
中
、
国
の
指
示
で
急
な

負
担
増
は
厳
し
い
。
猶
予
期

間
設
け
る
よ
う
な
申
出
を
。

《
県
》
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
、

財
政
・
人
的
負
担
が
自
治
体

に
か
か
る
こ
と
は
市
長
会
、

知
事
会
で
配
慮
を
申
し
出
た
。

３
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

《
県
》
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
は
法
律
上
義
務
付
け
ら

れ
、
団
体
規
模
・
職
場
状
況

問
わ
ず
必
ず
講
ず
べ
き
も
の
。

カ
ス
ハ
ラ
は
公
務
で
も
深
刻

な
事
態
と
受
け
止
め
、
組
織

的
対
応
を
助
言
し
て
い
る
。

【
組
合
】
カ
ス
ハ
ラ
対
応
方

法
の
確
立
、
対
処
訓
練
な
ど
、

講
習
会
な
ど
の
実
施
を
。

《
県
》
県
の
研
修
所
で
の
ク

レ
ー
ム
対
応
講
座
に
カ
ス
ハ

ラ
対
策
も
含
ま
れ
る
。
市
町

職
員
も
受
け
ら
れ
る
。
人
事

に
も
研
修
す
る
よ
う
求
め
た

い
。
自
治
体
ほ
ど
住
民
と
の

距
離
が
近
く
難
し
い
。
組
織

対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
期
に

来
て
い
る
。

４
．
雇
用
と
年
金
の
接
続
、

定
年
引
上
げ
、
再
任
用
職
員

《
県
》
定
年
引
上
げ
に
伴
い
、

均
衡
の
原
則
に
基
づ
く
国
家

公
務
員
の
取
り
扱
い
を
考
慮

し
た
適
切
な
対
応
が
必
要
。

国
家
公
務
員
給
与
は
当
分

60

歳
に
達
し
た
後
の
最
初
の
４

月
１
日
以
降
７
割
水
準
と
さ

れ
、
地
方
公
務
員
も
同
様
。

国
勧
告
で
、
再
任
用
職
員
の

月
例
給
引
上
げ
、
期
末
・
勤

勉
手
当
も
引
上
げ
、
住
居
手

当
等
の
支
給
も
勧
告
さ
れ
て

お
り
県
勧
告
も
同
様
。

５
．
会
計
年
度
任
用
職
員

《
県
》
給
与
改
定
は
５
月
２

日
付
総
務
省
通
知
で
、
常
勤

職
員
の
取
り
扱
い
に
準
じ
て

改
定
が
基
本
で
必
要
な
対
応

が
さ
れ
て
い
る
と
認
識
。
再

度
の
任
用
で
は
、
客
観
的
実

証
の
上
で
任
用
が
必
要
。
国

の
期
間
業
務
職
員
は
３
回
目

公
募
を
廃
止
。
総
務
省
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
も
適
切
な
対
応
が
求

め
ら
れ
た
。
各
市
町
の
判
断

に
よ
る
が
、
県
と
し
て
適
切

な
任
用
を
助
言
し
て
い
く
。

【
組
合
】
病
気
休
暇
の
有
給

化
が
で
き
て
い
な
い
。

《
県
》
国
の
非
常
勤
職
員
が

無
休
。
均
衡
原
則
で
あ
り
、

有
給
化
を
い
う
こ
と
は
県
は

で
き
な
い
。
県
も
無
給
。

６
．
県
へ
要
望
、
持
続
可
能

な
地
域
医
療
・
自
治
体
病
院

《
県
》
公
立
病
院
は
救
急
医

療
、
へ
き
地
医
療
、
感
染
症

対
策
な
ど
地
域
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
安
定

し
た
地
域
医
療
確
保
へ
経
営

強
化
や
医
療
体
制
の
整
備
に

は
十
分
な
財
政
措
置
が
必
要

と
認
識
。
県
で
は
全
国
知
事

会
等
で
必
要
な
財
政
措
置
の

充
実
を
国
に
提
案
し
て
い
る
。

【
組
合
】
西
予
市
立
病
院
・

介
護
施
設
の
指
定
管
理
方
針

が
、
理
解
も
納
得
も
で
き
な

い
ま
ま
待
っ
た
な
し
で
進
み
、

医
療
介
護
職
員
の
身
分
が
公

務
員
で
な
く
な
り
納
得
で
き

ず
、
退
職
者
も
い
る
。
地
域

医
療
振
興
協
会
に
不
採
用
に

な
っ
た
人
も
い
る
。
公
務
員

が
指
定
管
理
移
行
で
雇
用
が

守
ら
れ
な
い
こ
と
が
無
い
よ

う
市
町
を
含
め
て
指
導
を
。

《
県
》
指
導
す
る
立
場
は
難

し
い
が
、
西
予
市
は
５
町
合

併
で
広
く
、
財
政
状
況
で
も

人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
が

県
内
で
も
高
い
部
類
。
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
首

長
が
判
断
さ
れ
た
結
果
と
感

じ
て
い
る
。
県
全
体
と
し
て
、

地
域
医
療
確
保
維
持
の
と
り

く
み
は
や
っ
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

県
本
部
町
村
職
評
議
会
は

11月

25日
、
県
町
村
会
長
へ

要
求
書
を
提
出
し
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
要
請
に
は
内
子

町
職
と
県
本
部
の
３
人
が
参

加
、
河
野
町
村
会
長
（
久
万

高
原
町
長
）
ほ
か
３
人
が
対

応
。
森
賀
県
本
部
委
員
長
が

要
求
の
主
旨
説
明
を
行
い
、

内
子
町
職
の
力
石
委
員
長
か

ら
「
保
育
士
な
ど
資
格
職
の

採
用
難
、
若
い
人
が
辞
め
る

の
も
困
っ
て
い
る
」
「
カ
ス

ハ
ラ
対
策
に
電
話
の
録
音
を

各
町
長
へ
助
言
を
お
願
い
し

た
い
」
と
要
請
。
冒
頭
、
河

野
会
長
が
「
９
町
を
代
表
し

て
承
り
、
他
の
町
長
に
伝
え

る
。
組
合
の
活
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
」
と
発
言
。
河
野

会
長
か
ら
「
自
治
体
職
員
は

住
民
を
見
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
時
代
と
共
に

自
治
体
職
員
へ
の
期
待
が
重

く
な
っ
て
い
る
。
久
万
高
原

町
は
人
口
減
少
も
進
み
、
地

域
で
で
き
て
い
た
役
割
も
町

で
地
域
担
当
を
命
じ
、
そ
の

人
が
広
報
や
様
々
な
点
を
補

完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
仕
事
し
た
時
間
を
評
価
で

き
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
時

間
外
は
是
正
が
必
要
」
「
カ

ス
ハ
ラ
は
田
舎
で
も
あ
り
、

対
策
と
し
て
名
札
を
名
字
だ

け
に
し
電
話
の
録
音
も
検
討
。

助
言
は
行
う
」
な
ど
回
答
。

最
後
に
河
野
会
長
か
ら
「
自

治
体
へ
の
応
募
減
で
町
に
よ
っ

て
は
通
年
募
集
し
て
い
る
。

久
万
高
原
町
は
財
政
規
模
に

対
し
３
５
０
人
で
多
い
と
言

わ
れ
る
が
、
面
積
が
広
く
す

べ
て
の
人
を
守
る
な
ら
人
は

要
る
。
今
日
の
話
は
、
町
村

会
で
伝
え
る
」
な
ど
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は

12月
７

～
８
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
青

年
部
企
画
「
ド
キ
ジ
ャ
ム

in

西
予
」
を
開
催
し
、
２
県
５

単
組

17人
が
参
加
。
■
７
日

は
西
予
市
野
村
町
の
「
乙
亥

会
館
」
に
集
ま
っ
て
「
災
害

伝
承
展
示
室
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
西
日
本
豪
雨
で
の
西
予

市
の
被
害
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

や
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
映
像
で
追
体

験
し
な
が
ら
、
語
り
部
の
方

に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
野
村
町
内
を
語
り

部
の
方
と
一
緒
に
歩
き
な
が

ら
、
被
害
の
よ
う
す
を
振
り

返
り
、
「
ど
す
こ
い
パ
ー
ク
」

に
あ
る
新
た
に
で
き
た
災
害

へ
の
備
え
も
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
日
の
学
び
か
ら

災
害
に
ど
う
備
え
る
か
、
自

分
の
自
治
体
な
ら
ど
う
す
る

な
ど
の
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
参
加
者
が
自
分

の
こ
と
と
し
て
学
び
ま
し
た
。

終
了
後
は
明
浜
町
の
き
ゃ
ん

ぱ
へ
移
動
し
コ
テ
ー
ジ
に
宿

泊
し
夕
食
交
流
。
■
翌
８
日

は
明
浜
町
狩
浜
の
「
か
り
と

り
も
さ
く
の
会
」
の
方
に
ガ

イ
ド
を
お
願
い
し
、
み
か
ん

狩
り
を
実
施
。
よ
く
冷
や
さ

れ
た
旬
の
果
実
を
楽
し
み
ま

し
た
。
２
日
間
で
単
組
間
の

青
年
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（１） 第５７５号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年１２月２５日

第 ５７５ 号

日 程

【１月】

10 新春合同旗びらき（松山）

18 県本部拡大執行委員会

県本部組織集会

20 南予総支部代表者会議

24 自治労連本部中央委員会

（横浜～25）

25 愛媛労連中央委員会

（松山）

自治労連・共済組合議員

団総会・研修会（横浜～26）

31 自治労連批准投票

（～2/14）

【２月】

１ 自治労連非正規全国交流

集会（東京、web併用～2）

２ 地域医療学習・意思統一

集会（本部、web併用）

３ 医療関係府省要請・団体

懇談（東京）

８ 県本部中央委員会

県本部労安学習会

14 自治労連共済学校

（滋賀～15）

15 自治体保育労働者の全国

集会in広島（～16）



自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

は

11

月

30

日
、
定
期
総
会

（
高
知
市
）
を
開
催
し
四
国

４
県
他
か
ら

48人
が
参
加
。

午
前
は
《
事
前
会
議
》
を
開

催
し
総
会
や
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
午
後
《
労
働
学
校
》

で
は
「
自
治
労
連
結
成
の
意

義
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、

桜
井
自
治
労
連
中
央
執
行
委

員
長
が
講
演
。
全
労
連
・
自

治
労
連
結
成
ま
で
の
歴
史
的

背
景
な
ど
説
明
し
「
信
頼
と

期
待
が
広
が
る
全
労
連
・
自

治
労
連
は
『
ど
真
ん
中
の
道
』

を
進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と

を
確
信
に
さ
ら
な
る
共
同
を

広
げ
よ
う
」
な
ど
話
さ
れ
ま

し
た
。
《
定
期
総
会
》
で
は

経
過
と
決
算
報
告
、
「
四
国

４
県
で
の
県
本
部
確
立
・
機

能
強
化
」
な
ど
の
方
針
と
予

算
を
承
認
、
森
賀
議
長
ほ
か

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は

11月

26日

「
人
事
院
勧
告
」
と
「
N
I
S
A
・

i
D
e
C
o
」
に
つ
い
て
の
学
習

会
を
開
催
し

16人
が
参
加
。

組
合
員
の
声
か
け
で
組
合
未

加
入
者
５
人
も
参
加
。
前
半

は
河
野
委
員
長
が
、

25日
団

体
交
渉
に
つ
い
て
報
告
。
人

勧
の
４
月
遡
及
に
よ
る
差
額

に
つ
い
て
解
説
し
、
参
加
者

も
実
際
に
差
額
に
つ
い
て
計

算
を
行
い
ま
し
た
。
後
半
は

講
師
に
四
国
労
金
宇
和
島
支

店
の
大
西
氏
が
N
I
S
A
・
i
D
e
C

o
に
つ
い
て
解
説
。
i
D
e
C
o
は

す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
る
方

も
多
い
印
象
で
し
た
が
、
N
I

S
A
に
つ
い
て
は
、
興
味
は
あ

る
も
の
の
投
資
に
不
安
が
あ

り
、
ま
だ
始
め
て
い
な
い
と

い
う
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

大
西
氏
か
ら
投
資
と
投
機
の

違
い
な
ど
分
か
り
や
す
い
お

話
が
あ
り
、
未
来
の
た
め
に

資
産
形
成
す
る
大
切
さ
を
実

感
で
き
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は

11月
９
・

14・

29日
と
「
女
性
部
学
習

会
」
を
開
催
し
女
性
部
員

33

人
と
親
組
合
役
員
が
参
加
。

６
月
の
女
性
部
定
期
大
会
の

際
に
ミ
ニ
学
習
会
を
行
い

「
短
時
間
の
学
習
会
な
ら
参

加
し
や
す
い
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昼
休
み

や
休
日
の
都
合
が
つ
け
や
す

い
時
間
で
日
程
も
複
数
日
を

設
定
。
参
加
し
や
す
い
学
習

会
と
し
ま
し
た
。
学
習
で
は

女
性
部
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

「
西
予
市
の
休
暇
・
休
業
制

度
」
に
つ
い
て
一
覧
表
を
も

と
に
解
説
。
「
窓
口
業
務
の

時
間
短
縮
」
「
名
札
の
簡
素

化
」
「
勤
務
時
間
外
に
つ
な

が
ら
な
い
権
利
」
な
ど
も
問

題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

「

24人
勧
」
と
差
額
も
学
習
。

短
時
間
で
し
た
が
、
充
実
し

た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は

11月

25日

に
「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

60人
が
参
加
。
高
橋
委
員
長

か
ら
山
内
委
員
長
に
世
代
交

代
し
、
大
会
後
に
懇
親
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

12月
９
日
、
大
会
後
初
の

「
執
行
委
員
会
」
に

14人
が

参
加
。
森
賀
県
本
部
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
活
動
成
果

と
し
て
給
与
改
善
・
年
内
差

額
支
給
の
動
き
な
ど
を
報
告
。

曽
根
書
記
が
「
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に
組
合
の

先
輩
書
記
が
貢
献
し
、
組
合

の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

新
聞
記
事
を
使
っ
て
紹
介
し

ま
し
た
。
活
動
経
過
で
は
、

〇
給
与
改
定
人
事
課
協
議
、

〇

12月
末
ま
で
実
施
中
の
出

前
保
育
部
会
の
と
り
く
み
な

ど
を
報
告
。
協
議
事
項
で
は
、

清
掃
課
の
大
雨
災
害
復
旧
活

動
な
ど
各
職
場
の
課
題
を
協

議
し
ま
し
た
。

県
公
務
員
共
闘
会
議
は

12

月
４
日
「
定
期
総
会
」
を
開

催
し

20人
が
参
加
（
自
治
労

連

11人
）
。
学
習
講
演
と
し

て
公
務
労
組
連
絡
会
の
香
月

事
務
局
長
か
ら
「

24人
勧
学

習
会
公
務
労
働
者
の
生
活

と
権
利
と
『
新
時
代
の
青
写

真
』
」
と
題
し
て
、

25春
闘

か
ら
人
勧
へ
む
け
て
の
情
勢

の
特
徴
な
ど
を
発
言
。
「

25

人
勧
で
は
ジ
ョ
ブ
型
給
与
制

度
が
目
玉
に
な
る
」
「
人
勧

制
度
が
給
与
改
善
の
ブ
レ
ー

キ
に
な
っ
て
お
り
見
直
し
が

必
要
」
「
公
定
価
格
引
き
上

げ
の
社
会
的
賃
金
闘
争
を
」

「
衆
院
選
結
果
か
ら
今
ま
で

に
な
い
国
会
の
組
み
立
て
が

で
き
る
。
労
組
や
市
民
団
体

の
運
動
で
押
上
げ
ら
れ
る
情

勢
」
な
ど
指
摘
し
、

25春
闘

の
奮
闘
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

経
過
報
告
、
運
動
方
針
の
提

案
に
対
し
、
発
言
を
受
け
て

各
報
告
・
提
案
を
確
認
。
新

役
員
選
出
し
総
会
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。

県
本
部
書
記
部
会
は

11月

28日
「

24年
度
定
期
総
会
」

と
「
学
習
交
流
会
」
を
開
催

し
、
８
単
組

11人
が
参
加
。

総
会
で
は
、
活
動
経
過
と
し

て
今
年
の
参
加
の
状
況
な
ど

を
報
告
し
書
記
部
会
世
話
人

を
確
認
。
今
年
の
書
記
部
会

要
望
書
の
議
論
へ
。
書
記
名

簿
・
実
態
調
査
票
も
参
考
に
、

昨
年
要
望
の
改
善
状
況
な
ど

も
報
告
し
、
要
望
内
容
を
確

認
。
続
く
学
習
交
流
で
は
、

自
己
紹
介
一
覧
表
を
も
と
に

自
己
紹
介
し
、
趣
味
・
特
技

や
「
実
は
私
…
」
を
交
流
。

「
共
済
実
務
研
修
会
」
で
の

主
な
変
更
点
を
県
本
部
の
國

廣
書
記
が
報
告
。
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
も
取
っ
た
「
組
合
会

計
・
共
済
に
つ
い
て
」
の
課

題
と
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

各
単
組
の
状
況
を
発
言
し
認

識
を
深
め
ま
し
た
。

■
あ
っ
と
い
う
間
に
今
年
も

終
わ
り
ま
す
。
今
年
は
災
害

が
多
い
年
で
し
た
。
何
事
も

な
く
年
を
越
せ
ま
す
よ
う
に
。

（
新
居
浜
・
黒
川
）

■
先
日
、
娘
の
参
加
す
る
地

元
の
駅
伝
大
会
の
応
援
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
娘
の
一
生
懸

命
走
る
姿
に
、
応
援
に
力
が

入
り
、
声
を
張
り
上
げ
て
ま

い
ま
し
た
（
笑
）

（
津
島
吉
田
・
岡
原
）

■
買
い
物
や
街
に
出
か
け
る

と
、
数
年
前
か
ら
高
齢
者
の

姿
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
２
０
２
５
問
題
が
も
う

す
ぐ
で
す
。
高
齢
の
母
を
傍

で
見
な
が
ら
、
将
来
の
自
分

の
生
活
を
想
像
す
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
久
し
ぶ
り
に
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
を
し
ま
し
た
が
、
ヒ
ン
ト

で
な
ん
と
な
く
こ
の
方
な
の

で
は
？
と
と
き
す
す
め
て

い
く
と
や
っ
ぱ
り
！
野
球
音

痴
の
私
で
も
知
っ
て
い
る
す

ご
い
人
で
す
ね
。

（
新
居
浜
・
伊
藤
）

■
愛
媛
に
は
、
大
谷
池
も
大

谷
山
も
あ
り
、
あ
る
意
味
二

刀
流
で
す
ね
。
ど
ち
ら
も
そ

の
場
で
、
大
谷
行
け
～
お

お
た
に
さ
ぁ
ー
ん
と
叫
ん

で
み
た
い
で
す
（
笑
）
あ
と

…
西
予
市
の
病
院
＆
老
健
施

設
、
民
営
化
の
波
に
翻
弄
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
乗
り
越

え
て
行
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
西
予
・
山
里
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７５号

２０２４年１２月２５日

■
５
７
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
オ
オ
タ
ニ
シ
ョ
ウ
ヘ

イ
」
（
大
谷
翔
平
）
で
し
た
。

正
解
は

10通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

久
葉
加
代
（
新
居
浜
）

伊
藤
朝
美
（
新
居
浜
）

岡
崎
美
郁
（
宇
和
島
）

永
易
優
子
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
１
月

27日
【
発

表
】
５
７
７
号
（
２
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①片足だけではねて進む。けんけん

④「天才は１％の○○○○と99％の努力」

⑦太宰治の代表作の１つ『人間○○○○』

⑧巧みに物事をなしうる能力や技術。

包丁の○○○○

⑨遠く離れていること。

パソコンの○○○○操作

【タテのカギ】

①紙を翼のある形に折って飛ばすもの

②たやすいことの比喩。

それぐらいは○○○○○○だ

③♪○○の高知のはりまや橋で～

⑤タバコを吸うこと。⇔禁煙

⑥新聞（記者）を「社会の○○○○」と呼ぶ

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

こ
と
わ
ざ
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


